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ソフトボール試合後の集合写真．総勢 41 人のビッグラボです．

食と運動と健康
東京大学大学院農学生命科学研究科
応用生命化学専攻生物化学研究室

堀尾 奈央

朝日大学の安尾敏明先生からバトンを受け取り
ました，堀尾奈央と申します．安尾先生は大学院
時代の 1学年上の本当に頼りになる先輩です．
私は九州大学歯学部出身で，そのまま九州大学

歯学部口腔生理学の大学院に進みました．そして
現在，東京大学農学部の生物化学研究室，いわゆ
る生化学の教室に所属しております．歯科医師が
なぜ農学部へ？生理学からなぜ生化学へ？ここ数
年で数えきれないほどいただいた質問です．執筆
の機会をいただきましたので，自己紹介をさせて
いただきたいと思います．
「おいしく健康に食べる」ことに興味があり歯学
部に入学し，大学院時代には教授の二ノ宮裕三先
生のご指導のもと，味覚研究を行わせていただき
ました．味覚神経応答を学ばせていただき，摂食

ホルモンが末梢味覚感受性に影響を与えている事
実を目の当たりにしました．日頃なんとなく体が
欲したものを食べていましたが，本当に生体は体
内状況に応じて味の感じ方を変えていると知り，
大変驚きました．「おいしく健康に食べる」ため，
学部時代は健康な歯の重要性を，大学院時代は味
覚の重要性を学ぶことができました．
では，健康な歯があって，舌で感じる味が良け

ればおいしく食べられるのでしょうか．鼻をつま
むとものの味がよく分からない，と言われるよう
においしさには匂いも大切なのではないか，そう
考えていたところ，運よく学振 PDに採用され，卒
業後，嗅覚の研究室に所属させていただけること
になりました．未熟な私を根気強くご指導して下
さった二ノ宮先生，嗅覚研究の知識も技術も全く
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ない私を受け入れて下さった生物化学研究室教授
の東原和成先生には本当に感謝しております．
このような経歴をたどり，歯学部から農学部，

生理学から生化学へと異動し，現在は東原研で生
理学的手法も取り入れつつ嗅覚の研究をさせてい
ただいております．分野を大きく変えたからこそ，
たくさんの貴重な経験をさせていただいておりま
す．現在の研究室にはハエ，カイコ，植物，酵母
などマウス以外にも色々な生物がいます．農学部
は学部 4年生から研究室所属となるためメンバー
の平均年齢も若く活気にあふれており，夜の 12
時でも半数近くがまだ実験している，というのも
よくある日常です．
頭だけでなく体を動かすのも好きな人も多く，

専攻内研究室対抗ソフトボール大会では今年度当
研究室から女性含め 3チーム結成できました．ま
た，根性があることを裏付けるかのようにランニ
ングを趣味としている人も多く，今年の多摩川リ
バーサイド駅伝には当研究室有志男女混合 5人 1
組で 3チームも出場しました．長距離走とは縁の
ない私も人数合わせで参加しました．わずか 3km
ですが練習不足でとてもきつく何度も立ち止まろ
うと思いましたが，駅伝はチーム競技なため 1秒
でも早く次のランナーにタスキを渡さねば，と必

死で走りぬきました．タスキを渡した瞬間の達成
感と解放感，試合後のビールのおいしさは忘れら
れません．456 チーム中，個人は区間 279 位，チー
ムは総合 124 位でした．
そしてまた研究室メンバーに感化され，11 月の

つくばでのフルマラソンに人生初エントリーして
しまいました．5時間 50 分の制限時間内にゴール
できるのか非常に疑問ですが，「マラソンは，途中
の道のりがきついのも，制限時間があるのも，ゴー
ルしたら達成感が得られるのも研究と同じ」とい
う研究室メンバーの言葉を胸に，今度こそきちん
と練習をして本番に備え，無事ゴールできたらい
いなと思います．そしてマラソンを通じて孤独で
も戦える根性を身につけ，研究においても論文と
いうひとつのゴールにきちんとたどり着きたいで
す．
「おいしく健康に食べる」ため，社会人の現在は，
研究室内では嗅覚の重要性を，研究室外では運動
の重要性を学ぶ日々です．ノロマな歩みの私です
が，いつか駅伝や共同研究のような皆の協力が必
要な場でも戦力となれるような人間になることが
夢ですので，今後ともご指導いただけましたら幸
いです．

辺縁から
明治大学理工学部

向井 秀夫

防衛医科大学校の太田先生からバトンを頂きま
した．私は現職に着任する以前は埼玉医科大学の
村越隆之先生のところにお世話になっておりまし
た．その後理工学部の中でも情報科学科というコ
ンピュータ科学が主である学科に属して一年と少
し経過したところです．医歯薬系学部でなく生理
学を正規に履修しない理工学部の私が生理学会誌
に原稿を書かせて頂くのは大変恐縮なのですが，
アフタヌーンティーということでご容赦頂ければ

と存じます．理工学部での（生理学的内容を含む）
教育・研究の一断面としてお読み頂ければ幸いで
す．
まず研究に関してですが，テーマとしては脳と

ロボットの 2本柱で進めています．
脳においては，記憶や情動といった内部での処

理に特に興味を持っています．今まで大脳辺縁系
の海馬や扁桃体について研究してきました．これ
らの構造について，より回路としての性質から理
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解を深めたいという思いが強くあります．最終的
には情報の階層での論理というべきものにもとづ
いて―そのようなものがあればですが―，神経細
胞ネットワークを振動子の集合の振舞いとして理
解したいと思っています．一方で，今までよく研
究されてきた場所以外にも，重要な場所が脳の中
にまだまだあるのではないかという妄想（！）も
しています．実験室は部屋だけの段階から整備を
始めたので，走り出すにはまだ時間がかかります
が，焦らず少しずつ（他の研究室からのお下がり
物品も頂きつつ！）実験室整備を進めている段階
です．
ロボットに関しては，実際に高齢者施設で使わ

れているコミュニケーション用ロボットを入手し
て，ロボットの行動をプログラミングで組むとい
う情報科学科らしい（？）ことにも研究室の学生
は取り組んでおります．またブレイン・マシン・
インターフェイスに関心を持つ学生も多いので，
脳波計を整備して地道に研究を開始しておりま
す．
次に教育に関して述べます．学生は日頃コン

ピュータを取り扱っているので，コンピュータと
の対比をすると反応が良いようです．しかし理工
学部では数学や物理学といった基礎科学の科目が
多く，さらに専門科目である情報理論やプログラ
ミングといった古典的な情報科学の科目群が加わ
ると，生理学の内容に言及できる時間は多くあり
ません．その少ない時間の中でも生理学関連の項

目をいくつか扱っております．
1年生向けゼミナールでは，受験科目との兼ね

合いで高校では物理・化学を履修してきた学生が
圧倒的に多いことから，細胞生物学のダイジェス
トから始めて神経細胞の構造や活動電位，シナプ
ス伝達といった入門的な内容を述べます．生化学
的な内容は高校化学で一部やっているので，学生
もこの辺りは把握しやすいようです．
専門科目の『ヒューマンコンピュータインタラ

クション』では，人間とコンピュータの関わり，
インタフェース設計が主題の科目であるため，知
覚心理学な内容や感覚器，視覚・聴覚などの処理
経路等についてある程度詳しく扱います．音楽な
どをやっていて聴覚に関心がある学生もいるの
で，まずまずの反応です．次回のカリキュラム改
正で，新規に『脳情報システム論』という科目を
設置することになったので，神経系に関してより
包括的に扱えるようになると期待しています．
以上，生理学というには辺縁すぎるところから，

いささか総花的ではありますが妄想含め述べさせ
て頂きました．今の立場になってから，多くの方々
によって助けて頂いていることを改めて日々実感
しております．理工学部や他大学・学部の先生方，
前所属の先生方など本当に多方面のご協力を頂い
ていることには深く感謝しております．生理学会
員の皆様方にも今後ともどうぞよろしくお願い申
し上げます．


